
【指標１】 下水道処理人口普及率を96.2％（Ｈ26）から97.7％（Ｈ31）に増加させる。

　①現況値の基準時点 平成26年3月

　②実施主体 長門市

　③計測手法

Ｈ26.3末の住民基本台帳より、事業計画区域人口（ａ）を求め、Ｈ26.3末の処理区
域人口（ｂ）から、（ｂ）/（ａ）により普及率を算出する。
Ｈ26.3末の事業計画区域人口19,858人、処理区域人口19,104人
19,104/19,858＝96.2％

　④計測時期 平成30年3月

　⑤実施主体 長門市

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法
Ｈ30.3末の住民基本台帳より、事業計画区域人口（ａ’）を求め、Ｈ30.3末の処理区
域人口（ｂ’）から、（ｂ’）/（ａ’）により普及率を算出する。

　⑦評価値の求め方

Ｈ26.3末の事業計画区域人口は19,858人。過去3年間の伸び率から、Ｈ30.3末の
事業計画区域人口（ａ’）は、19,858×0.9659＝19,181人。Ｈ26.3末の処理区域人口
は19,104人。同じく過去3年間の伸び率から、Ｈ30.3末の処理区域人口（ｂ’）は、
19,104×0.976＝18,646人。
18,646/19,181＝97.2％

　⑧計測時期 平成32年3月　

　⑨実施主体 長門市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法
Ｈ32.3末の住民基本台帳より、事業計画区域人口（ａ’’）を求め、Ｈ32.3末の処理
区域人口（ｂ’’）から、（ｂ’’）/（ａ’’）により普及率を算出する。

　⑪評価値の求め方

Ｈ26.3末の事業計画区域人口は19,858人。過去5年間の伸び率から、Ｈ32.3末の
事業計画区域人口（ａ’’）は、19,858×0.9488＝18,842人。Ｈ26.3末の処理区域人
口は19,104人。同じく過去5年間の伸び率から、Ｈ32.3末の処理区域人口（ｂ’’）
は、19,104×0.964＝18,416人。
18,416/18,842＝97.7％

※必要に応じて資料を添付してください

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方


